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　今回は、宮古市にもセ
ンターが置かれた「i- サ
ポ」についてお話をお聞
きしました。現在いるス
タッフ３人とも宮古の方
ということで、この事業
とそれを通した宮古市、
市議会についてお話を伺
いました。

●
こ
の
事
業
は
ど
ん
な
事
業
で
す
か

　

一
対
一
の
お
見
合
い
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

事
業
で
す
。
盛
岡
と
宮
古
に
セ
ン
タ
ー
を
置

き
、
月
に
二
度
ほ
ど
登
録
者
に
対
し
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
上
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

マ
ッ
チ
ン
グ
後
、
お
互
い
に
会
っ
て
み
て
も

い
い
、
と
な
っ
た
後
は
お
見
合
い
と
な
り
ま

す
。
ほ
か
の
人
と
会
う
こ
と
が
な
い
よ
う
十

分
に
気
を
遣
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
兼
ね
な

く
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
個

人
情
報
に
関
し
て
は
安
心
し
て
登
録
い
た
だ

け
ま
す
。

　

今
は
会
員
を
増
や
す
こ
と
で
よ
り
多
く
の

チ
ャ
ン
ス
を
作
り
出
す
こ
と
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。
周
知
が
足
り
な
い
の
で
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
な
ど
を
し
て
宣
伝
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
開
所
後
の
登
録
状
況
は
、
宮
古

地
域
だ
と
同
じ
地
域
か
ら
相
手
を
探
し
た
い

と
い
う
傾
向
が
強
い
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て

Vol.5

聞き手　議会広報編集委員

結婚の先にある家庭の大切さも発信していきたい

VoVo

も
、
宮
古
に
は
他
に
こ
う
い
っ
た
団
体
が
な

い
の
で
気
軽
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

●
事
業
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
か

　

現
在
、
お
見
合
い
結
婚
の
数
が
減
少
し
て

い
る
と
と
も
に
晩
婚
化
し
て
い
る
な
ど
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
結
婚
は
家
と
家
と
の
つ
な

が
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た

面
も
含
め
た
お
見
合
い
文
化
が
廃
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
上
司
が
世
話
す
る
時
代
で
は
な

く
な
り
ま
し
た
し
、
逆
に
セ
ク
ハ
ラ
に
な
っ

た
り
す
る
。
こ
う
い
っ
た
需
要
を
う
ま
く

拾
っ
て
少
子
高
齢
化
を
何
と
か
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
婚
活
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
例
え
ば
街
コ
ン
な
ど
に
行
け
な
い
よ

う
な
人
、
周
り
に
条
件
が
合
う
人
が
い
な
い

人
、
親
か
ら
せ
っ
つ
か
れ
て
い
る
人
な
ど
、

　

岩
手
県
が
主
体
と
な
っ
て
結
婚
を
支
援
す
る
、
い
き
い
き
岩
手
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
、
盛
岡
と
宮
古
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で
も
定
住
化
対
策
と
し
て
様
々
な

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
議
会
で
同
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
予
算
が
措
置
さ
れ
ま
し

た
。
子
育
て
に
も
つ
な
が
る
出
会
い
の
場
の
創
出
は
、
人
口
減
少
対
策
に
大
い
に
期
待

で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
は
そ
の
対
策
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
の
事
業
に
つ
い
て
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。

33

写真左から　結婚コーディネーター岡田登志子さん　チーフ結婚コーディネーター中屋勝さん　結婚コーディネーター中村淳さん　

一
歩
踏
み
出
せ
な
い
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
宮
古
へ
の
思
い
を

　

い
ろ
い
ろ
な
人
に
き
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
若
者
が
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
と

よ
く
聞
き
ま
す
が
、
解
決
す
る
の
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
道
路
を
早
く
作
っ
て
も

ら
い
、
近
く
に
遊
び
に
行
く
と
こ
ろ
を
増
や

す
こ
と
で
、
若
い
人
た
ち
に
宮
古
に
残
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

●
議
会
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は

　

議
会
だ
よ
り
は
見
て
い
ま
す
。
特
に
一
般

質
問
は
議
員
さ
ん
が
何
を
疑
問
に
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
わ
か
り
ま
す
。
た
だ
そ

の
質
問
の
答
え
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の

後
ど
う
な
っ
た
か
が
知
り
た
い
で
す
。
ま
た

何
か
を
や
っ
て
も
ら
っ
た
っ
て
い
う
の
は
地

域
の
人
や
世
話
に
な
っ
た
人
は
覚
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
大
き
く
小
さ
く
い
ろ
い
ろ
な

面
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
最
後
に

　

人
が
い
な
い
と
町
が
滅
び
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
ま
ち
を
守
る
う
え
で
も
一
人
で
も
多

く
結
婚
ま
で
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
早
い
時
期
に
結
婚
の
意
識
づ
け
を
行
う

こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
す
れ
違
い
た
く
な
い
、

知
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
方
の
た
め
に
も
、

十
分
に
注
意
し
て
い
ま
す
。
友
達
と
も
一
緒

に
来
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
軽
に
訪
れ
て

楽
し
く
相
手
を
探
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た

結
婚
っ
て
い
い
も
の
だ
。
結
婚
の
先
に
あ
る

家
族
の
大
切
さ
も
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
多
く
の
人
と
人
を
つ
な
げ
る
良
い

き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
宮
古
に
笑
顔
を
増
や

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。　

 （
編
集
委
員
）



44

歳出総額866億円
前年度比12.7％減

平 成
26年度

55

「○」＝賛成者、 「×」＝反対者、「欠」＝欠席者、
「／」＝議長（採決に加わらない）
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◆
職
員
の
採
用
に
あ
た
っ
て
、
職

　

種
ご
と
に
配
置
が
う
ま
く
い
っ

　

て
い
る
の
か
。

◆
印
刷
物
を
全
戸
配
布
し
て
い
る

　

が
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
配
信

　

で
き
な
い
の
か
。

◆
文
書
広
報
費
委
託
料
５
９
７
万

　

２
０
０
０
円
の
不
用
額
の
理
由

　

は
な
に
か
。

◆
合
併
に
よ
り
地
域
協
議
会
が
発

　

足
し
た
。
震
災
後
、
協
議
す
べ

　

き
は
震
災
対
応
だ
っ
た
と
思
っ

　

て
い
る
。
合
併
後
の
地
域
づ
く

　

り
の
母
体
は
地
域
協
議
会
と
位

　

置
づ
け
て
き
た
。
発
災
後
、
ど

　

ん
ど
ん
意
見
を
上
げ
る
よ
う
市

　

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
っ
て
い
な

　

か
っ
た
。
対
応
に
問
題
が
あ
っ

　

た
と
思
っ
て
い
る
。
そ
こ
は
ど

　

う
考
え
れ
ば
い
い
か
。

◆
派
遣
職
員
等
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
補

　

助
金
の
利
用
は
何
人
か
。

◆
消
火
栓
整
備
が
さ
れ
て
い
る
が
、

　

自
然
水
利
に
頼
っ
て
い
る
部
分

　

も
あ
る
が
、
ど
う
捉
え
て
い
る

　

の
か
。

◆
市
民
税
個
人
の
滞
納
繰
越
分
の

　

不
納
欠
損
と
し
た
理
由
は
な
に

　

か
。

◆
地
域
力
向
上
支
援
補
助
金
の
概

　

要
に
つ
い
て
伺
う
。

◆
交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入
者
が

　

少
な
い
が
、
周
知
は
さ
れ
て
い

　

る
か
。

◆
宮
古
ひ
か
り
認
定
こ
ど
も
園

　
 （

仮
称
）
整
備
事
業
の
現
況
、

　

及
び
開
園
の
見
通
し
に
つ
い
て

　

伺
う
。

◆
老
人
憩
の
家
運
営
事
業
は
現
状

　

か
ら
考
え
、
余
力
は
あ
る
か
。

◆
医
療
情
報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

の
患
者
登
録
者
数
に
つ
い
て
少

　

な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

◆
摂
待
出
張
診
療
所
の
今
後
の
見

　

通
し
は
ど
う
か
。

◆
市
民
文
化
会
館
管
理
事
業
は
昨

　

年
度
途
中
か
ら
の
指
定
管
理
業

　

務
で
あ
っ
た
が
、
評
価
に
つ
い

　

て
伺
う
。

平
成
26
年
度

決算審査
特 別 委 員 会 ◆質問　○説明

質疑

総
務
分
科
会

教
育
民
生
分
科
会

分
科
会
長  

竹　

花　

邦　

彦

分
科
会
長  

坂　

本　

悦　

夫

歳 

出

歳 

出

歳 

入
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◆
保
育
所
入
所
者
負
担
金
は
同
時

　

入
所
世
帯
の
場
合
、
入
所
者
負

　

担
金
が
減
額
等
に
な
っ
て
い
る

　

が
、
同
時
入
所
の
枠
を
取
り
払

　

っ
た
場
合
の
入
所
者
負
担
金
は

　

ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

◆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
業

　

務
が
民
間
に
浸
透
し
て
い
る
の

　

か
。
利
用
実
績
を
把
握
し
て
い

　

る
か
。

◆
高
校
生
事
業
所
見
学
会
の
事
業

　

効
果
は
ど
う
か
。

◆
い
わ
て
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ

　

ラ
ン
実
践
支
援
事
業
で
４
団
体

　

を
助
成
し
て
い
る
が
、
経
営
実

　

績
等
を
把
握
し
て
い
る
か
。

◆
電
気
牧
柵
の
安
全
対
策
に
つ
い

　

て
、
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

◆
分
収
林
の
分
収
割
合
の
違
い
は

　

な
に
か
。

◆
養
殖
漁
業
に
対
す
る
支
援
は
い

　

い
こ
と
だ
が
、こ
れ
に
漁
船
漁
業

　
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

◆
河
川
漁
業
の
安
定
化
、
補
助
の

　

効
果
と
い
う
観
点
か
ら
、
遊
漁

　

券
の
販
売
数
等
は
把
握
し
て
い

　

る
か
。

◆
大
和
造
園
土
木
㈱
が
ブ
ル
ー
ベ

　

リ
ー
の
栽
培
実
証
を
し
て
い
る

　

が
、
面
積
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

◆
観
光
案
内
所
利
用
件
数
が
、
平

　

成

年
度
は

年
度
の
２
倍
と

　

な
っ
て
い
る
が
、
理
由
は
な
に

　

か
。

◆
津
波
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

を
行
っ
た
具
体
的
な
地
域
と
目

　

的
は
。

◆
仮
設
住
宅
の
寿
命
と
言
わ
れ
る

　

５
年
を
迎
え
る
が
、
今
後
の
維

　

持
費
等
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

　

に
考
え
て
い
る
か
。

◆
全
体
の
復
興
団
地
造
成
の
地
盤

　

強
度
を
確
保
す
る
こ
と
が
新
聞

　

等
で
も
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、

　

数
値
的
に
は
ど
の
程
度
確
保
す

　

る
の
か
。

◆
道
路
補
修
箇
所
に
つ
い
て
情
報

　

は
十
分
得
ら
れ
て
い
る
か
。

◆
橋
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
項

　

目
と
す
る
予
定
は
な
い
か
。

◆
河
川
維
持
管
理
事
業
の
パ
ト
ロ

　

ー
ル
の
状
況
、
ど
の
よ
う
に
堆

　
積
土
砂
の
確
認
を
し
て
い
る
か
。

◆
駅
前
及
び
駅
東
駐
車
場
の
メ
ン

　

テ
ナ
ン
ス
は
特
殊
な
技
術
が
必

　

要
だ
と
は
思
え
な
い
が
、
契
約

　

方
法
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の

　

で
な
い
か
。

◆
保
留
地
処
分
金
に
つ
い
て
、
保

　

留
地
の
処
分
費
が
総
額
で
減
る

　

と
精
算
金
が
増
え
る
可
能
性
が

　

あ
る
と
思
う
が
、
保
留
地
全
体

　

の
売
却
額
の
予
定
と
残
り
の
区

　

画
の
状
況
は
。

◆
財
産
管
理
委
員
会
運
営
費
補
助

経
済
分
科
会

分
科
会
長  

佐
々
木　

　
　

勝

歳 

出
歳 

入

建
設
分
科
会

分
科
会
長  

髙　

橋　

秀　

正

歳 

出

歳 

入

【
山
口
財
産
区
特
別
会
計
】

特
別
会
計



88

　

金
の
必
要
性
は
ど
う
か
。

◆
被
保
険
者
が
減
少
し
た
要
因
は

　

何
か
。

◆
新
里
及
び
川
井
歯
科
診
療
所
に

　

つ
い
て
、
受
診
者
が
1
日
平
均

　

〜

人
だ
が
、
土
日
診
療
に

　

特
化
し
て
は
ど
う
か
。

◆
財
政
調
整
基
金
決
算
年
度
末
現

　

在
高
１
億
２
４
１
万
4
千
円
で

　

あ
る
。
今
年
度
か
ら
介
護
保
険

　

料
も
値
上
げ
し
た
わ
け
だ
が
、

　

こ
の
状
況
で
3
年
間
の
介
護
保

　

険
計
画
で
の
今
後
の
見
通
し
は

　

ど
う
か
。

◆
有
収
水
量
１
㎥
当
た
り
の
供
給

　

単
価
が
給
水
原
価
を
下
回
り
、

　

原
価
割
れ
と
な
っ
て
い
る
が
原

　

因
は
何
か
。

【
国
民
健
康
保
険

事
業
勘
定
特
別
会
計
】

企
業
会
計

【
水
道
事
業
会
計
】

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

【
国
民
健
康
保
険

診
療
施
設
勘
定
特
別
会
計
】
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２７年度

一般会計・特別会計2件・企業会計1件の補正予算を可決
道路維持管理事業、薬師塗漆工芸館移転事業

　平成27年度一般会計補正予算は既定の歳入歳出それぞれ17億4234万円を追加し、
予算総額は691億6123万円となりました。
　主な歳入は繰越金16億5410万円などです。

平成27年度各会計別　９月補正の内容

今回補正の主な事業（一般会計）

区　分
会計別

支　　　　　　出
計

補正前の額 補　正　額

（1）一般会計 674億1889万円 17億4234万円 691億6123万円

（2）特別会計

　　  国民健康保険事業勘定 84億4035万円 1億4186万円 85億8221万円

　　  介護保険事業 69億3373万円 1億8044万円 71億1417万円

（3）企業会計

　　  水道事業 13億1705万円 2450万円 13億4155万円

現計予算 補正額 補正後

出会いづくり支援事業
いきいき岩手結婚サポートセンター負担金 14万円 14万円

社会保障・税番号制度事業
通知カード・個人番号カード関連事務負担金 2087万円 2087万円

被災者支援事業
応急仮設住宅移転費用補助金 5614万円 300万円 5914万円

東日本大震災復興基金積立金 672万円 4億1588万円 4億2260万円

学童の家整備事業
新里学童の家新築工事実施設計業務委託料 351万円 351万円

薬師塗漆工芸館移転事業 352万円 1450万円 1802万円

道路維持管理事業
花原市トンネル補修設計業務委託料
道路補修等工事費

4億5438万円 6700万円 5億2138万円

新里地区小学校統合事業
茂市・蟇目・刈屋・和井内小学校閉校記念事業補助金
新里地区小学校統合用学用品等購入補助金

32万円 336万円 368万円
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質問答弁

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ

る
情
報
流
出
等
の
懸
念
は

情
報
保
護
評
価
結
果
を

公
表
す
る

10月からはじまったマイナンバー制度

市
政
を
問
う

一
般
質
問

（日本共産党）
◎ マイナンバー制度導入について
◎ 医療費助成制度における現物給付について
◎ 応急仮設住宅の集約計画について

（新風クラブ）
◎ 歳をとっても元気で活躍できるまちに
◎ いじめ相談センターの設置について

（日本共産党）
◎ 市管轄以外の復興事業の進捗状況について

（復興を考える会）
◎ 高齢者に関係する諸問題について

（新風クラブ）
◎ 震災４年半、すまいの課題について
◎ 不登校と引きこもりについて
◎ 高校再編について

（新風クラブ）
◎ 生活道路の整備について
◎ フェリー定期航路開設について
◎ 補正予算について

（ネクストみやこ）
◎ 自治体アプリの活用について
◎ 災害対策について
◎ 若者が活躍できるプラットフォームの形成について

（ネクストみやこ）
◎ 宮古・室蘭フェリー航路開設について
◎ 水産業･農業･林業等の担い手対策について

（新風クラブ）
◎ 地域医療の確保・充実について
◎ 生活困窮者支援事業について

（一新会）
◎ 発展期を迎えるリーディングプロジェクトを示せ
◎ 誰が宮古市のトップリーダーですか

（新風クラブ）
◎ 新里地区小学校の統廃合に伴う学校施設の受け入
　 れ態勢について
◎ 介護保険料高騰に対する抑制策の取り組みについて

（日本共産党）
◎ 住まいの再建について
◎ ＪＲ用地の取得について

（復興を考える会）
◎ 市職員は公僕たれ

（無所属）
◎ 市庁舎建設について
◎ 職員の綱紀粛正について
◎ 位置指定道路の指定について
◎ 生ごみの減量化により、焼却費用の削減を

（無所属）
◎ 少子化の現状と対策について
◎ 子育て支援の現状と課題について
◎ 災害に対する安全対策について

（公明党）
◎ 被災者の新しいコミュニティの構築について
◎ 仮設住宅から次の段階が見えない方々の今後について

（ネクストみやこ）
◎ こどもたちの教育について
◎ 河南地域の現状と今後について

（新風クラブ）
◎ 高齢者が健康でいきいきと住み慣れたところで暮
　 らし続けられるまちづくりを
◎ 市営住宅のあり方について
◎ 自治会の活動実態と課題・その対策について
◎ 河川敷の環境整備について
◎ 閉校した小学校校舎の利活用策について

・・・・・・・・・・（10）
　
　
　

・・・・・・・・・・（11）
　
　

・・・・・・・・・・（12）
　

・・・・・・（12）
　

・・・・・・・・・・（13）
　
　
　

・・・・・・・・・・（14）
　
　
　

・・・・・・（14）
　
　
　

・・・・・・（15）
　
　

・・・・・・・・・・（16）
　
　

・・・・・・・・・・・・・・（16）
　
　

・・・・・・・・・・（17）
　
　
　

・・・・・・・・・・（18）
　
　

・・・・・・（18）
　

・・・・・・・・・・・・・・（19）
　
　
　
　

・・・・・・・・・・・・・・（20）
　
　
　

・・・・・・・・・・・・・・（20）
　
　

・・・・・・（21）
　
　

・・・・・・・・・・（22）
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

　
　

デ
メ
リ
ッ
ト
を
ど
う
と
ら
え
る
か
。

メ
リ
ッ
ト
は
な
く
逆
に
情
報
流
出
と
悪
用

が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　

山
本
市
長

■
医
療
費
助
成
は
現
物
給
付
に

　
　
　

宮
古
市
も
岩
手
県
も
医
療
費
助
成

　
　

方
法
を
償
還
払
い
と
し
て
い
る
。
少

子
化
対
策
の
上
で
も
、
児
童
生
徒
の
重
症

化
防
止
、
子
育
て
支
援
か
ら
言
っ
て
も
現

物
給
付
に
す
べ
き
だ
。

　
　

山
本
市
長

　
　
　

現
物
給
付
に
す
る
と
国
は
ペ
ナ
ル

　
　

テ
ィ
を
科
す
の
が
問
題
だ
。
こ
れ
が

給
付
に
踏
み
出
せ
な
い
要
因
だ
。
し
か
し
、

県
レ
ベ
ル
で
現
物
給
付
を
実
施
し
て
い
る

の
は
37
都
道
府
県
で
あ
る
。

　
　

山
本
市
長

■
仮
設
の
空
き
部
屋
活
用
を

　
　
　

被
災
者
住
宅
建
築
支
援
の
職
人
の

　
　

宿
泊
施
設
と
し
て
仮
設
住
宅
の
空
き

部
屋
を
利
活
用
す
べ
き
だ
。

　
　

山
本
市
長

問

問

問

問答

答

答

答

　
　
　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
が
80

　
　

歳
、
女
性
が
86
歳
で
、
定
年
退
職
後

も
数
十
年
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
に
な

る
。
私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
リ

タ
イ
ア
し
た
後
の
数
十
年
を
ど
の
よ
う
に

生
き
る
か
で
あ
る
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で

社
会
に
貢
献
し
、
元
気
で
豊
か
な
生
活
を

送
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
「
働
く
」
こ

と
で
あ
る
。
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
、
高
齢
者
が
い
く
つ
に
な
っ
て
も
自
由

に
働
け
る
こ
と
の
意
味
合
い
は
大
き
い
と

言
え
る
。
高
齢
者
が
若
者
に
支
え
ら
れ
る

の
で
は
な
く
、
自
立
し
て
自
分
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
ま
ち
の
あ
り
方
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。「
働
き
た
い
と
き
に

無
理
な
く
楽
し
く
働
け
て
、
社
会
に
貢
献

で
き
て
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
」
軽
度
な
働
き
方
の
実
現
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
役
割
は
大
き
い
と
思
う
。
現
在
の
同
セ

ン
タ
ー
の
提
供
で
き
る
仕
事
は
限
定
的
で

あ
る
。
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
仕
事

や
仕
組
み
を
開
発
す
る
な
ど
、
開
拓
し
て

変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。
高
齢
者
を
後
押
し
す
る
重
要
な
機
関

に
改
善
す
る
よ
う
検
討
す
べ
き
と
思
う

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

山
本
市
長

問

答

質問答弁

高
齢
者
に
「
生
き
が
い
」

就
労
を

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
支
援
し
て
い
く

高齢者が生きがいを感じて働ける仕組みを
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田
老
地
区
の
防
潮
堤
第
一
線
提
の

　
　

建
設
の
遅
れ
に
つ
い
て

　
　

山
本
市
長

問答

質問質問 答弁答弁

市
管
轄
以
外
の
復
興
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

高
齢
者
介
護
の
計
画
を

示
せ

早
期
完
成
に
向
け
全
力
で

取
り
組
む

10
年
後
ま
で
の
計
画
策
定

の
努
力
を
す
る

田老防潮堤高齢者に幸せな未来を

1313

　
　
　

宮
古
市
で
は
、
い
き
い
き
シ
ル
バ

　
　

ー
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
２
０
１
５
の
中
で

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
平
成
37

年
を
見
据
え
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
第
６

期
以
降
の
介
護
保
険
事
業
計
画
を
地
域
包

括
ケ
ア
計
画
と
位
置
付
け
、
高
齢
者
の
尊

厳
を
支
え
る
ケ
ア
の
確
立
を
基
本
に
、
増

加
す
る
認
知
症
ケ
ア
な
ど
高
齢
者
介
護
の

あ
り
方
を
中
長
期
的
な
視
野
で
と
ら
え
、

今
後
３
年
間
に
実
現
す
べ
き
こ
と
を
念
頭

に
お
い
た
高
齢
者
介
護
の
計
画
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
が
、
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
10
年
後
ま
で
の
計
画
を
出
し
、
高

齢
者
を
安
心
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

山
本
市
長

　
　
　

こ
の
計
画
を
実
行
す
る
に
は
、
民

　
　

生
委
員
の
方
々
と
地
域
の
協
力
が
不

可
欠
だ
。
民
生
委
員
の
処
遇
改
善
と
自
治

会
・
町
内
会
に
協
力
を
働
き
か
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　

山
本
市
長

　
　
　

認
知
症
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
具

　
　

体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
示
し
て
欲

し
い
。

　
　

山
本
市
長

問

問

問

答

答

答

答

答

答

質問答弁

震
災
４
年
半
の
課
題
に

つ
い
て

住
ま
い
の
相
談
会
で
不
安

を
解
消

三王団地から望む田老地区

問

問

問
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国
や
県
に
よ
り
三
陸
沿
岸
道
路
な

　
　

ど
大
型
の
道
路
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
生
活

に
密
着
し
た
生
活
関
連
道
路
の
整
備
は
遅

れ
て
お
り
、
日
常
生
活
に
不
便
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
市
民
要
望
の
多
い
道
路
整
備

促
進
の
た
め
の
維
持
補
修
費
の
増
額
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
市
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
市
要

綱
に
よ
り
、
２
分
の
１
補
助
で
残
り
の
半

分
は
地
元
負
担
と
な
っ
て
い
る
が
見
直
し

て
は
ど
う
か
。

　
　

山
本
市
長

■
フ
ェ
リ
ー
の
定
期
航
路
に
つ
い
て

　
　
　

規
模
的
に
は
ト
ラ
ッ
ク
約
70
台
、

　
　

旅
客
定
員
は
５
０
０
人
と
の
こ
と
だ

が
、
貨
物
や
旅
客
の
確
保
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

　
　

山
本
市
長

■
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
　
　

定
例
会
は
年
４
回
開
会
さ
れ
る
こ

　
　

と
に
な
っ
て
お
り
、
補
正
予
算
は
臨

時
で
な
く
定
例
会
に
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

山
本
市
長

問

問

問

答

答

答

質問質問 答弁答弁

生
活
道
路
の
維
持
補
修
費

の
増
額
を

防
災
用
自
治
体
ア
プ
リ
の

活
用
を

予
算
措
置
も
含
め
対
応

す
る

運
営
体
制
の
構
築
な
ど
が

今
後
の
課
題

生活道路の工事状況スマートフォン・タブレットにも
防災アプリが求められる　　　

1515

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

質問答弁

フ
ェ
リ
ー
定
期
航
路
対
策

協
議
会
設
置
を

北
海
道
側
関
係
者
と
連
携

し
検
討

整備を待つフェリー着岸藤原埠頭
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県
立
宮
古
病
院
の
麻
酔
科
常
勤
医

　
　

師
が
不
在
と
な
り
、
手
術
等
が
困
難

な
状
況
か
ら
医
療
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。

麻
酔
科
医
は
全
国
的
に
も
不
足
し
、
医
師

確
保
は
容
易
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
地
域
住
民
の
命
に
か
か
わ
る
問
題
だ

け
に
、
早
期
の
常
勤
医
師
確
保
が
強
く
望

ま
れ
る
。
市
長
の
対
応
を
伺
う
。

　
　

山
本
市
長

■
直
営
診
療
所
医
師
確
保
に
つ
い
て

　
　
　

市
の
直
営
診
療
所
医
師
の
増
員
確

　
　

保
に
向
け
た
募
集
に
対
す
る
応
募
等

の
状
況
ど
う
か
。

　
　

山
本
市
長

■
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
に
つ
い
て

　
　
　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
が
４

　
　

月
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
委
託
事
業

を
中
心
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
の

取
り
組
み
で
見
え
て
来
た
課
題
点
と
今
後

の
対
応
を
伺
う
。

　
　

山
本
市
長

問

問

問

答

答

答

質問質問 答弁答弁

宮
古
病
院
麻
酔
科
医
師
の

早
期
確
保
を

発
展
期
を
迎
え
る
計
画
が

見
え
な
い

診
療
応
援
で
手
術
等
が

可
能
に

官
民
連
携
で
進
め
て
い
る

地域医療の拠点・県立宮古病院重点プロジェクト「スマート
コミュニティ」のメガソーラー

1717

　
　
　

刈
屋
小
学
校
が
来
年
４
月
に
統
合

　
　

校
に
な
る
が
、
教
室
の
増
改
築
や
修

繕
箇
所
も
多
く
あ
り
、
さ
ら
に
ソ
フ
ト
の

面
で
も
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
配
慮
が

必
要
と
思
う
が
、
受
け
入
れ
態
勢
は
十
分

か
伺
う
。

　
　

伊
藤
教
育
長

■
高
齢
者
の
社
会
貢
献
で
健
康
維
持
を

　
　
　

団
塊
の
世
代
が
高
齢
化
を
迎
え
る

　
　

時
期
に
あ
っ
て
、
今
後
も
介
護
保
険

料
の
上
昇
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
高
齢

者
自
身
の
社
会
参
加
活
動
を
通
じ
て
、
介

護
予
防
の
推
進
と
保
険
料
抑
制
の
た
め
に

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
検
討
す

べ
き
だ
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

山
本
市
長

　
　
　

震
災
以
前
に
増
し
て
の
経
済
、
雇

　
　

用
の
起
爆
剤
と
し
て
、
政
治
家
や
山

本
市
長
の
構
想
力
と
実
行
力
の
裏
付
け
の

あ
る
施
策
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
見
え
な
い
。
市
職
員
が
描
く
も
の
で

な
い
、
市
長
の
描
い
た
発
展
期
の
絵
を
示

さ
れ
た
い
。
加
え
て
産
業
立
市
を
就
任
時

よ
り
掲
げ
て
い
る
が
、
現
状
を
踏
ま
え
ど

の
よ
う
な
柱
を
増
強
し
、
屋
台
を
支
え
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
、
具
体
的
な
説
明
を

求
め
る
。

　
　

山
本
市
長

■
誰
が
宮
古
市
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
か

　
　
　

市
長
は
就
任
時
、
宮
古
市
の
「
ト

　
　

ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
」
で
な
く
、「
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
マ
ン
」
と
し
て
頑
張
る
と
表
明

し
た
と
思
う
。
直
近
の
市
長
の
コ
メ
ン
ト

は
「
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
、「
キ
ャ

プ
テ
ン
」
と
も
し
て
い
る
。
首
長
が
負
う

責
務
は
単
に
行
政
組
織
の
長
だ
け
で
な
く
、

全
市
民
の
ト
ッ
プ
と
し
て
選
挙
で
示
し
た
、

実
現
を
目
指
す
市
の
姿
を
具
体
的
に
、
施

策
も
含
め
示
し
、
市
民
に
選
択
を
求
め
た

も
の
と
考
え
る
。
当
然
に
目
指
し
た
目
標

が
達
成
で
き
な
い
と
す
れ
ば
次
な
る
人
材

に
そ
の
任
務
を
任
せ
る
こ
と
に
な
る
。
私

は
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
イ
コ
ー
ル
市
長
と
考

え
る
が
、
市
長
、
誰
が
宮
古
市
の
ト
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
か
。

　
　

山
本
市
長

　
　

問

問 答

答

答

答

質問答弁

統
合
先
と
な
る
学
校
施
設

の
受
入
態
勢
は
十
分
か

年
度
内
に
施
設
改
修
を

完
了
さ
せ
る

新里地区の統合校となる刈屋小学校

問

問
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「
住
ま
い
」
の
再
建
で
は
災
害
公

　
　

営
住
宅
の
整
備
と
自
力
再
建
を
促
す

各
種
施
策
の
推
進
が
重
要
と
考
え
る
。
今

日
ま
で
の
到
達
へ
の
評
価
と
再
建
を
促
す

う
え
で
、
今
後
の
検
討
策
な
ど
を
示
さ
れ

た
い
。

　
　

山
本
市
長

　
　
　

地
域
木
材
の
利
用
で
は
高
コ
ス
ト

　
　

に
つ
な
が
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
建
築
単
価
の
高
騰
対
策
と
し

て
「
地
域
型
復
興
住
宅
」
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

　
　

山
本
市
長

■
Ｊ
Ｒ
用
地
取
得
の
白
紙
撤
回
を

　
　
　

Ｊ
Ｒ
用
地
は
、
取
得
あ
り
き
の
感

　
　

が
す
る
。
鉛
、
ヒ
素
な
ど
特
定
有
害

物
質
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
以
降
は
い
っ
そ

う
、
そ
の
感
を
強
く
抱
く
。
特
定
有
害
物

質
な
ど
は
鑑
定
評
価
額
の
減
少
要
因
に
な

る
。
市
が
、
減
少
要
因
を
鑑
定
で
行
わ
な

か
っ
た
理
由
は
何
か
。
用
地
取
得
を
白
紙

撤
回
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

山
本
市
長

問

問

問

答

答

答

質問質問 答弁答弁

自
力
再
建
を
促
す
施
策
の

推
進
を

消
防
屯
所
の
太
陽
光
発
電

設
備
は
無
駄
で
は
な
い
か

個
々
の
事
情
に
そ
っ
た

対
応
を
進
め
る

事
業
実
施
時
は
経
費
削
減

を
図
る

地域木材住宅消防屯所に設置された太陽光発電設備

1919

　
　
　

宮
古
市
新
庁
舎
建
設
に
あ
た
り
、

　
　

住
民
へ
の
情
報
開
示
と
丁
寧
な
説

明
と
合
意
作
り
の
努
力
を
怠
っ
た
ま
ま

宮
古
市
の
通
常
の
年
間
予
算
の
４
割

(

１
１
２
億
円
÷
３
０
０
億
円
＝
37
％)

に
及
ぶ
事
業
計
画
を
ぶ
ち
上
げ
て
は
反
発

を
招
く
の
も
当
然
で
あ
る
。
建
設
予
定
地

に
は
鉛
と
ヒ
素
の
基
準
超
過
、
さ
ら
に
は

広
い
範
囲
で
石
炭
焼
却
灰
が
埋
設
さ
れ
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
か
ら
こ
の
報
告
は
平
成
26
年

8
月
に
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
用
地
取
得
費

の
減
額
合
意
は
平
成
27
年
４
月
で
あ
り
、

議
員
か
ら
は
「
問
題
が
出
た
時
点
で
議
会

に
報
告
す
べ
き
」
等
の
様
々
な
批
判
が
相

次
い
で
い
る
。
住
民
投
票
で
民
意
を
確
か

め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺

う
。

　
　

山
本
市
長

■
一
般
廃
棄
物
の
削
減
に
資
す
る
「
生
ご

　

み
の
減
量
化
」
に
つ
い
て

　
　
　

生
ご
み
は
水
分
を
多
く
含
む
た
め

　
　

燃
え
に
く
く
重
油
を
補
助
燃
料
に
し

て
焼
却
さ
れ
て
い
る
。
盛
岡
・
紫
波
地
区

環
境
施
設
組
合
は
生
ご
み
処
理
が
定
着
し

て
お
り
、
宮
古
市
で
も
導
入
で
き
る
と
考

え
る
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

山
本
市
長

　
　
　

宮
古
市
行
政
の
主
権
は
宮
古
市
民

　
　

で
あ
る
。
職
員
は
高
い
知
識
と
能
力

を
有
し
て
お
り
、
入
庁
時
に
「
法
令
を
順

守
し
、
市
民
の
た
め
に
頑
張
る
」
と
宣
誓

を
し
て
職
員
と
な
る
が
、
そ
の
う
ち
忘
れ

て
し
ま
う
の
か
。
高
い
知
識
と
能
力
を
活

か
し
切
れ
て
い
な
い
、
も
っ
た
い
な
い
職

員
が
少
な
か
ら
ず
い
る
が
、
宮
古
市
の
た

め
に
高
い
知
識
・
能
力
を
存
分
に
発
揮
し
、

初
心
を
忘
れ
ず
に
い
た
だ
き
た
い
。
５
年

前
の
川
井
村
と
の
合
併
時
に
６
万
人
い
た

人
口
も
、
大
震
災
も
あ
り
急
激
に
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
10
月
に
は
５
万
６
１
３
３

人
と
３
８
０
０
人
強
も
減
少
し
て
い
る
。

市
職
員
の
方
々
は
安
閑
と
せ
ず
、
納
税
者

で
あ
る
市
民
に
震
災
後
の
今
こ
そ
積
極
的

に
市
民
目
線
で
職
務
に
当
た
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
爾
俸
爾
禄
（
な
ん
じ
の
ほ
う
な

ん
じ
の
ろ
く
は
）
民
膏
民
脂
（
た
み
の
こ

う
た
み
の
あ
ぶ
ら
な
り
）
下
民
易
虐
（
た

み
し
い
た
げ
や
す
き
も
）
天
上
難
欺
（
て

ん
じ
ょ
う
あ
ざ
む
き
が
た
し
）
。
そ
こ
で

伺
う
。
被
災
消
防
団
屯
所
建
設
時
に
３
ｋ

ｗ
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
売
電
も
せ
ず
、

２
７
０
万
円
の
工
事
費
で
設
置
す
る
の
は

無
駄
で
な
い
の
か
。

　
　

山
本
市
長

■
川
井
簡
易
水
道
の
変
更
は

　
　
　

川
井
簡
易
水
道
の
消
毒
設
備
の
変

　
　

更
認
可
を
予
定
し
て
い
る
が
、
水
源

の
確
認
も
で
き
て
い
な
い
の
に
大
丈
夫
か
。

　
　

山
本
市
長

問

問

答

答

答

答

質問答弁

新
庁
舎
建
設
の
住
民
の

合
意
形
成
を
伺
う

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

努
力
を
す
る

ＪＲ宮古駅裏の新庁舎建設予定地

問

問



2020

　
　
　

既
婚
男
女
が
希
望
す
る
子
ど
も
の

　
　

数
は
、
10
年
前
は
「
２
人
」
が
最
多

数
で
あ
っ
た
が
、
今
日
の
調
査
で
は
男
性

が
46
・
２
㌫
、
女
性
は
47
・
４
㌫
で
「
３

人
」
が
最
多
数
で
あ
っ
た
。
21
〜
30
歳
の

独
身
男
女
が
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
を
希
望

す
る
、
希
望
し
な
い
割
合
に
つ
い
て
、
地

域
に
よ
り
差
が
あ
る
と
思
う
が
、
本
市
の

現
状
の
分
析
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

山
本
市
長

　
　
　

①
医
療
費
無
料
を
中
学
校
卒
業
ま

　
　

で
に
拡
大
し
た
が
、
受
診
状
況
の
変

化
を
伺
う
。
②
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
就
労
、

労
働
環
境
は
罹
災
後
変
化
し
て
い
る
か
、

子
育
て
支
援
の
課
題
を
伺
う
。

　
　

山
本
市
長

■
災
害
に
対
す
る
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

災
害
危
険
区
域
居
住
者
の
安
全
対

　
　

策
を
伺
う
。

　
　

山
本
市
長

問

問

問

答

答

答

質問質問 答弁答弁

少
子
化
の
現
状
と
対
策
は

ど
の
よ
う
か

被
災
者
の
新
し
い
住
ま
い

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は

各
段
階
に
き
め
細
や
か
な

支
援
を
行
う

地
元
自
治
会
と
情
報
交
換

を
実
施

児童減少が進む小学校利用促進が望まれる公営住宅集会所
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震
災
か
ら
４
年
７
ヶ
月
が
過
ぎ
た
。

　
　

子
ど
も
た
ち
へ
の
様
々
な
影
響
が
心

配
で
あ
る
。
そ
こ
で
教
育
に
つ
い
て
の
現

状
と
課
題
の
解
決
策
を
伺
う
。

　
　

伊
藤
教
育
長

■
八
木
沢
地
区
の
懸
案
に
つ
い
て

　
　
　

Ｊ
Ｒ
山
田
線
の
本
格
復
旧
工
事
が

　
　

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
八
木
沢
駅

新
設
と
八
木
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
の
見
通
し

を
伺
う
。

　
　

山
本
市
長

　
　
　

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
が
着
々
と

　
　

進
ん
で
い
る
。
喜
び
を
持
っ
て
引
っ

越
し
た
住
民
の
中
に
は
、
新
し
い
住
環
境

に
馴
染
め
ず
に
苦
労
し
て
い
る
方
々
が
い

る
。
こ
と
に
一
人
暮
ら
し
の
年
輩
の
方
に

は
、
今
後
支
援
が
必
要
と
思
う
。
そ
こ
で
、

集
会
所
の
使
い
方
に
工
夫
を
求
め
る
。

ま
た
、
自
治
組
織
の
立
ち
上
げ
を
応
援
す

べ
き
で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
伺
う
。

　
　

山
本
市
長

■
被
災
者
の
悩
み
に
相
談
支
援
を

　
　
　

被
災
者
の
中
に
は
仮
設
住
宅
を
出

　
　

た
後
の
進
路
に
悩
ん
で
い
る
方
が
い

る
。
ま
た
、
そ
の
後
の
段
階
に
は
仮
設
住

宅
の
集
約
も
あ
る
。
被
災
者
に
と
っ
て
住

居
を
移
す
と
い
う
こ
と
は
ス
ト
レ
ス
の
か

か
る
こ
と
で
あ
り
、
健
康
管
理
の
支
援
を

厚
く
し
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

山
本
市
長

問 問

問 問

答

答

答

答

質問答弁

子
ど
も
た
ち
に
震
災
の

影
響
は

学
力
に
は
無
い
が
体
力
は

低
下

竹とんぼ教室
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問

問

問

答

答

答

質問答弁

高
齢
者
が
元
気
で
暮
ら
し

続
け
る
た
め
の
対
策
を

介
護
保
険
制
度
の
安
定
運

営
と
予
防
を
充
実

介護の一翼を担う特別養護老人ホーム

2323



☎

　宮古市政調査会は10月21日、姉妹都市の青森県
黒石市の市議会と共に田老地区を訪れ、三王団地
の整備状況視察や「学ぶ防災」ツアーに参加し、
震災復興状況についての研修会を行いました。
　両市議会議員相互の研鑽と親睦交流を目的に行
われたものです。両市議会の議員が参加し、はじ
めに田老防潮堤での「学ぶ防災」ツアーで、ガイ
ドさんから震災当日の状況、その後の復旧復興の
説明を受けました。田老総合事務所庁舎では、た
ろう観光ホテルから撮影された大津波が襲う瞬間
のビデオを鑑賞。息を飲む映像に大津波の恐ろし
さを再認識させられました。乙部高台に整備が進
む「三王団地」も視察。宅地造成と家屋建築が動
き出していて、着々と進む新たなまちづくりの状
況を確認することが出来ました。

宮古市議会の情報をリアルタイムで

編集委員
内舘 勝則

　第5回早池峰マラソン大会（主催：ＮＰＯ法人かわい元気
社）が10月25日に開催され、晩秋の紅葉で彩る市道鈴久名
横沢線を県内外から参加した317名が小雨と木枯らしが
吹くコンディションの中、3ｋｍ、10ｋｍ、30ｋｍのコース
を疾走しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　 

○ インターネット中継

○ Facebook

○ みやこハーバーラジオ（82.6メガヘルツ）

○ 次回12月定例会

　本会議は生中継（ライブ）しています。
　録画中継は、本会議のおおむね５日後（土日祝
を除く）から配信いたします。（パソコン対応のみ）

　宮古市議会のトップページのリンクをクリック
してご覧ください。

　本会議開催中の午前８時20分頃からの放送です。

  12月上旬の開催予定です。会期日程が決まり次
第、宮古市議会のトップページに掲載します。詳
しくは議会事務局におたずねください。
（ ☎ ６８－９１１３）

議会との交流会では、お互いの節目の年を契機に
一層の絆を深めることを誓い合いました。
　

　姉妹都市交流は来
年で50周年を迎えま
す。その後の黒石市

姉妹都市黒石市議会と共に田老地区の震災復興状況を視察

議会とくとくとぴっくす
市政調査会

すす


